
 

 

                                    朝来中学校 

 

 

 

 

定着傾向が見られる資質・能力 

○短めの文を聞いたり読んだりして、その要点を捉えることができる。 

○長文を読み、作者の意図を理解し、選択肢があれば適切なものを選ぶことができる。 

 

文章の構成や流れを把握し、作者の意図やその文章の要点を捉える学びを積み重ねて

きたことが分かる。また、授業の中で読んだり聞いたりした内容に関する単発的な質問に

答える練習をしている成果がでており、質問に関する記述がどこにあるかをあまり時間を

かけずに見つけることができている。 

 

定着傾向が見られる代表的な問題 

 

 

 

  

令和５年度 全国学力・学習状況調査 ＜英語＞ 

全国平均・兵庫県平均をやや下回る 



課題があると考えられる資質・能力 

●語彙力に課題がある。頻出単語でありながら意味や使い方を理解していないものがあ

る。 

●正しい文法や適切な表現が定着していない。読めても、書けない。伝えたいことを表現す

る方法を自分で考え、正しく書くことに課題がある。 

●文章と図や表といった複数の情報を組み合わせて処理する力に課題がある。 

 

学習指導要領改訂後、中学校３年間で扱う単語の量が大きく増えたが、それが影響し

ていて、確実に自分で使いこなせる語彙が逆に減る傾向が見られる。また、文法や構文の

パターンも増え、その分インプットに時間が割かれ、アウトプットする活動が不足している可

能性がある。 

文章の概要を捉えることは得意だが、必要な情報を整理して正確に把握することに課題

がある。教科書に情報を読み取って問題に答える教材はあるので、その取り組み方に工夫

がいると考える。 

 

課題があると考えられる代表的な問題 

 

 

 

 

 

 

  



課題克服に向けた今後の取組の方向性と例 

 

 

 

 

 

 

①スマートフォンやタブレット端末が当たり前にある現代では、手当たり次第に単語を暗記

するよりも、その語が持つ働きや意味をよく理解して正しく使うという基本が大切だと考

える。そうすることによって、一つの語が複数の意味を持ったり、使い方によっては意味が

変わったりといったことに対応できる力がつく。翻訳アプリなどの誤訳にも気づくように

なるだろう。 

②今学習していることに加えて、既習の文法や構文も活用しながら、テーマに沿ったまとま

りのある文章を定期的に書く機会を持たせる。テーマにあわせて条件をいくつか加える

と、そこを意識して構成を考えながら作文できる。また、評価基準を明確にすることで意

識づけもできるだろう。例文を提示して模倣させることから始めて、徐々に自分で適切な

表現を見つけられるようにする。３年間の総まとめのワークブックなどで構文や文法を確

認させながら、取り組ませるのもよいだろう。 

 

③教科書にある情報を活用した教材に取り組むだけでなく、それ以外の単元に関連する

応用問題を用意して、慣れさせていくことが必要だと考える。 

 

取り組ませたい課題の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身につけさせたい資質・能力 

①単語の品詞や意味を正しく理解したうえで、文章を読み取ったり作文したりできる。 

②複数の文法や構文を使って、テーマに沿ったまとまりのある文章が書ける。 

③文章と資料（図、表など）といった複数の情報を整理して処理することができる。 

作文課題の例 情報処理課題の例 



 

 

 

 

 

 

概要 

４年ぶりに英語の「話すこと」調査が行われた。動物園で留学生を案内する場面を想定し

て、相手の話を聞いて英語で答えたり質問したりする問題が 4問出題され、最後の５問目

は、環境問題についての発表を聞き、自分の意見を理由も含めて伝えることが求められ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果分析 

平均正答率が１割に満たないことと一問も答えられなかった生徒の割合が７割を超えるこ

とから、問題自体の難しさだけでなく、テストの方法に不慣れな点も要因として考えられる。 

〔要因として考えられること〕 

・解答時間が制限されているが、生徒たちにとって少し短すぎたのではないだろうか。 

・画像と音声での情報を基に、制限時間内で自分の答えを録音するという問題の形式や

方法に不慣れである。普段使用しないアプリのインターフェースにすぐに対応することまで

もが求められる。 

・動物園の場面設定で状況把握に戸惑った生徒が少なからずいた。自分自身のことや自

分の周りのことは時間をかけずに表現できても、即興で場面設定をされると何を求められ

ているか考える時間が必要になる。 

〔課題解決に向けた今後の取組について〕 

授業でコミュニケーションを取る時間を定期的に取ったり、ＡＬＴとインタビューテストをし

たりしているが、状況設定を変えながらさらに機会を増やしたい。生徒同士の言語活動も

頻繁に行っているが、正確性を追求する仕組み作りが必要である。今回のテストのような

問題に個々で取り組めるようにＩＣＴの教材を探したい。 

令和５年度全国学力・学習状況調査 ＜英語（話すこと）＞ 

 

全国平均を下回る 


